
 ［英語版］
災害支援ネットワークおかやま被災家屋部会では、西日本豪雨での経験を受けて、被災してから生活再建までの道
筋を視覚的にわかりやすくまとめた「復旧ロードマップ」＜水害編＞を作成しました。現在、多様なルーツを持つ
人々が被災した場合でも活用できるよう、橋本財団とともに、この「復旧ロードマップ」の多言語化に取り組んで
います。本展示では、英語版とベトナム語版をご紹介するとともに、復旧ロードマップの作成とその多言語化の経
緯、そして災害支援ネットワークおかやまでおこなっているその他の災害関連の活動についてもご紹介します。

Rebuild the house

災害復旧ロードマップの多言語化
多様なルーツを持つ人々が災害後も安心して暮らしていけるまちづくりを目指して

岡山NPOセンター

災害支援ネットワークおかやま
被災家屋部会



復旧ロードマップ　生活再建編　　2021年（令和3年）9月リリース

復旧ロードマップ　自動車編　　2022年（令和4年）10月リリース

復旧ロードマップ　水害編　　2020年（令和2年）7月リリース



西日本豪雨災害の対応から生まれた生活再建のためのロードマップ

2018

2019

2020

2021

2022

2023

倉敷市災害ボランティアセンターを
まび復興支援ボランティアセンターに縮小し移行

民間支援者の拠点として「まびシェア」開設

まび復興支援ボランティアセンター閉鎖
一般のボランティアセンターに移行

民間ボランティアセンター
「晴れの国助け合いプロジェクト」結成

被災家屋部会設置

倉敷市真備町の被害の様子。小田川および支流の真谷川、高馬川、末政川が越水、決
壊し、町内の約3割が浸水する被害に見舞われた。

倉敷市真備町

災害時対策共有会議（災対共）

倉敷市災害VC倉敷市災害ボランティアセンター
設置

・技術系（家屋の解体）支援団体が対応
・広域支援団体・個人を中心に地元ボランティアセンターにもノウハウ移転を行いながら進めた

まびシェア

倉敷市災害ボランティアセンター

重機講習会 被災家屋講習会

今後の災害を見据えて、重機・被災家屋処置の講習会が行
われた

ボランティア・NPOと地元建築事業者との災害対応共有会議のまとめ

災害支援ネットワークおかやま被災家屋部会で家屋支援と生活再建の相談支援の中での必
要を、視覚的に理解できるようにまとめた「復旧ロードマップ」水害編・生活再建編を制作

橋本財団調査と災害支援ネットワークおかやま被災家屋部会の協働で、外国にルーツを持つ方たちの被災
後の生活再建のために、復旧ロードマップの多言語化に挑戦。現在、2言語。今後7言語に対応予定です

あいおいニッセイ同和損保との協働で
「水害復旧ロードマップ自動車編」を作成

災害支援ネットワークくらしき会議（まびシェアにて）

作成された
作業マニュアル

災害VCにて作成されたマニュアル

災対共にて作成されたマニュアル

Rebuild the house

ボランティア・NPO団体の家屋支援の目線合わせシート作成

リカバリーカフェ

リカバリーチェックシートを通じて
家屋復旧へのチャートを可視化
そのワークショプが行われた

令和元年新見集中豪雨災害発生

平成30年7月豪雨災害発生


